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企業との連携による

地域活動の活性化支援

感染症対策のため休止していたふれあい食事サービスが、手作りのお弁当を持ち帰る形式で
数年ぶりに復活。地域貢献に熱心な地元企業が、所属薬剤師と管理栄養士を派遣することで

「お薬講座」の同時開催が実現しました。これにより、地域活動の活性化を図りました。
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● 内容1 薬剤師による講座

講座内容は、薬局の業務・役割、服薬漏れ対策、残薬の取り扱い、
薬局で可能な測定、感染症関連など多岐に渡りました。

● 生活支援コーディネーターより

心のこもった手づくりのお弁当、再会・交流、有益な情報…笑顔溢れる豊かな時間となりました。

引き続き、多様な機関や団体、企業等の協力を得て、地域活動の活性化を支援いたします。

● 概要

日 時 令和5年2月24日、3月3日
11:00～12:00

場 所 椿森公民館
参加者 中央東地区部会 ふれあい食事サービス

対象の皆様（計35名）
テーマ 薬局と薬局薬剤師のお話
主 催 中央東地区部会 高齢者福祉委員会
協 力 株式会社（薬局、小売等）

千葉市生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ中央区

千葉市生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ東千葉圏域

● 目的

・地域活動の活性化
・介護予防や健康意識の向上
・ネットワークの構築

● 役割・担当

・情報提供
・連絡調整
・第2層生活支援コーディネーターに対する支援

● 結果・効果

・既存の地域活動が活性化しました。
・介護予防や健康意識の向上、気軽に相談できる安心感につながりました。

・地縁組織と地域貢献に熱心な企業が顔の見える関係になりました。今後も連携した活動が続きそうです。

● 内容2 座談会、質疑応答

皆で輪になり、座談会。日頃から何となく気になっている健康に
関する素朴な疑問に、薬剤師と管理栄養士が回答・助言しました。

例：食事をとる時間と服薬のタイミング、薬と食品の
組み合わせ、サプリメントとの付き合い方等
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